
 

 

第３期ＳＳＨでの研究開発課題 

 ６年間を貫く「高度な理数系カリキュラム」と「課題研究」の計画・実施及びその評 

価・改善を行う「小石川グローバルサイエンスシステム」を通した科学的人材の育成 

 

研究開発の目的・目標 

（１） 目的 

国際社会でリーダーとして活躍できる科学的人材の育成を目指して開発する「小石川グローバルサイ

エンスシステム」を実践し，その効果を検証することを目的とする。具体的には，６年間を貫く「高度

な理数系カリキュラム」と「課題研究」の実践及びその「評価」を通して検証する。 

（２） 目標 

第１期，第２期の成果の検証を基に，科学的人材に不可欠な資質・能力として抽出した３つの力，

すなわち「課題発見力」，「創造的思考力」，「継続的実践力」の育成に，「小石川グローバルシス

テム」がどのように寄与するか検証することを目標とする。 

 

 研究開発の概略 

 本研究では，ＳＳＨ事業の成果を検証できた第１期，第２期，及び第２期を継続・改善して研究開発を

推進してきた経過措置期間における実践をさらに充実・発展させて，大学や企業，研究施設等との連携を

いっそう強めて，以下の研究開発を行う。 

① ６年間を貫く高度な理数系カリキュラムのさらなる改善 

② ６年間を貫く課題研究のさらなる改善 

③ 科学的思考力をもったグローバルリーダーを育成するプログラムのさらなる改善 

④ 大学との連携や接続のさらなる強化 

⑤ 教員の指導力のさらなる向上 
 

これらを通して，国際社会でリーダーとして活躍できる科学的人材育成のモデルを構想する。 

 


